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その

Z
方
と
し
て
銀
い
$
亡
た
。
あ
一
人
は
妥
協
と
い
主
需
を
む
し
ろ
美
徳
一

の
小
院
は
、
能
の
手
法
を
取
り
入
れ
て
一
と
み
な
し
て
い
る
と
聞
い
た
が
、
ζ

れ
一
司
才
へ
並
べ
る
と
す
れ
ば
、
厚
生
率
金
る
。
ゆ
え
に
、
政
府
と
し
て
は
財
政

書
い
た
も
の
で
す
」
。
と
乙
う
い
わ
れ
一
は
ど
う
い
う
わ
け
か
」
と
こ
う
い
う
質
二
加
入
者
の
女
性
は
一
O
年
も
引
き
の
間
短
と
の
関
係
か
ら
、
な
る
べ
く
金

串

亡

た

。

一

簡

を

し

て

来

事

E
た

。

乙

れ

に

は

即

座

一

一

ほ

さ

れ

る

と

と

に

な

る

。

の

か

か
b
な
い
方
向
と
し
て
要
は
夫

一
緒
に
い
た
ア
メ
リ
カ
人
は
早
筆
一
に
返
答
が
で
ま
せ
ん
で
し
た
が
守
一
一
男
性
に
お
い
て
も
五
年
の
引
き
の
の
愈
の
下
と
い
う
本
芝
草
て
、

国
に
そ
れ
を
伝
え
た
の
で
事
、
や
は
一
考
え
て
つ
ぎ
の
よ
う
に
更
を
た
。
一
一
ば
し
は
、
雇
用
保
障
の
裏
づ
け
窓
も
と
の
襲
撃
の
立
場
転
手

b
、
は
っ
き
り
と
理
解
し
て
貰
え
な
か
一
百
本
人
誌
の
精
雪
景
。
た
一
一
い
現
状
か
ら
承
容
が
た
い
だ
ろ
と
と
に
な
り
か
ね
な
い
。

っ
た
き
で
す
。
紫
入
室
長
、
止
と
え
自
分
の
主
張
が
通
ら
な
〈
て
も
、
二
ぅ
。
乙
と
に
女
性
の
ま
い
、
霊
警
一
は
、
高
負
担
の
問
題
で
あ
る

望
書
ど
つ
い
之
の
か
き
官
一
そ
の
主
張
が
全
体
の
闘
を
保
つ
た
め
一
一
年
金
制
度
基
本
憲
懇
談
会
(
厚
才
以
下
の
定
年
制
を
設
け
て
い
る
企
男
行
で
は
厚
生
年
金
の
襲
撃
は

ま
せ
ん
が
、
川
端
さ
ん
の
帯
か
れ
る
小
一
に
不
都
合
で
あ
る
と
思
在
、
己
れ
の
一
一
相
の
詩
糧
費
)
は
、
さ
る
四
業
が
き
、
短
期
雇
用
政
策
が
好
妙
男
性
九
・
一
%
、
女
性
七
・
=
一
%
、

器
、
人
間
の
性
質
の
中
の
感
性
と
か
一
考
委
曲
げ
て
も
、
和
の
成
立
に
努
力
二
軍
八
日
「
わ
が
国
年
金
制
度
の
取
に
強
ま
っ
て
い
る
実
態
か
ら
み
て
、
(
労
使
折
半
)
と
な
っ
て
い
る
。
こ

震
と
か
、
そ
う
い
っ
た
面
の
世
界
を

τょ
う
と
す
る
。
乙
れ
が
日
本
人
の
伝
一
一
革
の
方
巴
と
題
す
る
報
告
書
を
デ
=
=
主
=
=
三
三
=
=
三
時
六
五
才
へ
の
保
険
斜
率
の
男
女
差
を
な
く
し
同

援
っ
て
い
る
と
侵
ま
す
。
そ
し
て
、
一
統
的
考
え
方
で
、
ぞ
ろ
、
己
れ
義
一
一
生
大
臣
に
答
申
し
た
。

J
在
川
の
統
否
定
す
る
、
同
時
に
撃
を
計
画
的

あ
ま
品
悲
喜
そ
し
ま
う
と
、

τて
一
つ
の
思
議
霊
計
ろ
う
と
二
と
の
警
の
評
控
つ
い
て
、
乙

E

J
女
性
の
生
に
引
上
げ
る
。
つ
ま
b
女
性
器
い

そ
の
意
思
ら
は
ず
れ
て
主
う
の
で
一
ず
る
人
に
、
日
本
人
事
流
す
」
。
一
一
塁
〈
?
の
ぺ
る
余
裕
は
な
い
宜
活
川
草
案
事
し
い
虫
色
と
に
も
な

は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
一
乙
号
、
両
者
の
考
え
方
が
手
二
一
弘
』
=
℃
、

2
言

で

攻

生

川

事

か

す

る

。

と
こ
ろ
が
、
欧
米
人
は
、
ど
と
て
一
つ
に
分
れ
て
し
ま
い
を
た
。
要
て

-L一沿い
在
「
年
金
草
川
第
一
一
は
言
に
問
題
点
は
、
一
般
消
費
税

量
的
に
霊
的
に
物
事
考
え
た
一
の
、
ィ
ン
デ

d
z・
-
民
制
度
の
改
革
」
が
の
川
、
費
者
の
導
入
警
も
答
申
の
中
に
言
及
さ

う
争
議
県
強
い
た
う
に
思
い
と
ど
ア
ッ
ド
(
個
人
中
心
的
)
事
え
方
一
回
一
一
ぺ
と
は
、
政
府
の

iM
性
(
厚
告
を
い
る
と
長
非
自
題
点

t

一
と
、
日
本
人
の
フ
ァ
ミ

1
オ
ジ
エ

13-τ
険
福
祉
見
直
し
論

妻

女

川

共

済

猛

毒

。

も

つ

も

遇
整
会
改
善

す

。

一

一

n
.
S
F判
M
V

一

島

村

の

存

在

室

長

ナ

ル

ド

キ

1
y
i
Z
8
3
2
一
私
¥
号
制
ナ
記
長
野
注
射

-

一

「

日

本

宮

」

と

い

;

を

素

れ

一

以

上

容

例

か

ら

し

で

も

、

理

論

的

一

気

指

導

言

。

益

か

川

金

任

意

加

と

り

あ

げ

る

か

ど

よ

疑

宮

今
か
ら
約
九
年
前
、
ア
メ
リ
カ
で
本
一
塁
;
の
作
者
自
宅
あ
る
の
一
を
た
カ
そ
の
中
に
「
雪
国
の
主
一
室
的
分
析
や
ア
プ
ロ
ー
チ
こ
お
い
て
一
一
し
た
が
っ
て
政
府

tて
は
年
金
政
当
工
入
制
度
に
る
。

社
の
副
社
長
の
一
人
に
タ
警
察
笠
宮
知
れ
な
U
。
乙
う
い
っ
た
第
=
一
主
人
公
の
島
謀
、
あ
ま
り
に
も
消
極

E

h

-

-

!

?

引

;

-

ド

l

c

r

A

川

じ

汁

J
j、
i
l
i
-
-
L
i
-

一

一

一

は

、

欧

米

人

の

方

が

優

れ

て

い

る

こ

と

二

僚

の

具

体

化

に

あ

た

っ

て

好

都

会
な

H
q
雪
川
つ
い
て
、
以
上
の
よ
う
に
、

答
申
さ
れ
た
年

語
、
確
か
士
一
、
三
人
種
出
席
し
て
一
的
存
在
の
人
物
は
、
と
の
小
宮
で
一
だ
か
ら
、
外
国
の
号
イ
ラ
イ
ラ
さ
一
と
が
よ
が
わ
れ
ま
茶
、
一
方
、
日
一
一
三
司
令
」

12
j
2
F
I
T
2レ
て

金

改

?

?

?

恥

引

い
た
と
配
惇
ν
て
い
ま
す
。
ち
ょ

2
こ
は
、
積
極
的
行
動
を
と
っ
て
は
カ
ズ
っ
一
せ
る
の
で
は
な
い
か
と
、
笑
釈
が
出
た
一
二
ト
ト
ト
ト

a
Uン
:
t
J
J
l
i
ti

-
-
=
=
=
=
-
Z
E
-
-
=
E
h
u
l
-
-
-
e
u
--Uリリパけ
一川いしいいいU川:

一

一

一

本

人

の

場

合

、

人

間

の

も

っ

て

い

る

も

一

一

供

さ

れ

た

こ

と

に

な

る

。

し

か

も

、

az--宣
言

Z
E
-
-
=
-
E
m
お
く
乙
と
「
ま
と
め
た
」
と
い
う
印
象
を
つ
よ

そ
の
前
年
に
、
川
選
成
さ
ん
が
ノ
1
一
て
ま
ず
い
乙
と
に
な
る
。
ほ
か
の
小
型
時
非
常
に
、
心
配
を
し
た
。
と
こ
宗
、

一

一

一

引

c

i

i

U

1

2

i

f

r

E

目

:
J
、
コ
E
l
i
-
-
γ
い
に
い
七
七
七
日
一
u
i

一

一

一

う

-

つ

の

大

事

な

要

素
で
あ
る
。
感
性
一

一
そ
の
つ
ま
み
食
い
の
部
分
で
女
性
の
を
問
題
と
し
、
①
任
成
加
入
制
度
を
ノ
ミ
つ
け
る
。
卒
直
に
い
茸
ぽ
年
金
制

ベ
ル
文
学
貨
を
受
け
ら
れ
を
た
の
で
正
も
こ
う
い
う
警
が
あ
る
じ
ゃ
な
い
一
後
に
な
っ
て
分
っ
き
と
だ
が
、
乙
の
一
一
一
l
u
l
l
一
し
十
一
U
川
川
上
γ
仁
川
h
l
u
パ
ト
ヨ
雪
山
引
M
k
i
u
u
ド
i
u
r
-
3
ド
リ
日
引
い
川
い
『

一

一

一

と

を

情

緒

の

面

に

お

い

て

、

よ

hu
深
い
一
一
年
金
権
に
大
き
な
か
か
わ
幻
合
い
の
廃
止
し
彼
用
者
の
要
の
年
金
は
被
用
度
改
惑
の
方
向
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

ア
メ
リ
カ
で
も
、
そ
の
作
品
が
大
変
人
一
で
す
か
」
。
一
心
配
は
な
か
っ
た
。
英
訳
は
非
常
に

好

一

二

一

γ
‘一け
い一

f
rぃ
r
rパ
ip--

ト川
1

引
十
上
川
仁
川
U
一
ト
ペ
ト

ι引
山
十
川
山
一い
U
-
L
U
'
U
川
上
!
h
i
E同

一
一
一
も
の
を
も
っ
て
い
る
よ
う
に
感
芦
田
れ
一
一
で
て
く
る
乙
と
を
注
目
し
た
い
。
者
年
金
で
ま
か

(
日
本
コ
カ
コ
l
ラ
(
株
)

昨
今
、
日
本
人
そ
の
も
の
、
あ
る
い
は
、
日
本

人
と
欧
米
人
の
比
較
な
ど
に
関
す
る
研
究
が
非
常

に
盛
ん
で
、
と
う
い
っ
た
問
題
を
扱
っ
た
論
文
や

書
物
が
巷
の
書
屈
に
氾
濫
す
る
ほ
と
出
版
さ
れ
て

い
る
。
し
か
も
、
い
ろ
い
ろ
な
専
門
分
野
、
す
な

わ
ち
、
社
会
学
や
文
化
人
類
学
、
あ
る
い
は
、
歴

史
や
経
済
、
ま
た
言
語
学
に
到
る
ま
で
、
各
方
面

で
活
発
な
研
究
が
な
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
優
れ
た
論

文
が
発
表
さ
れ
て
い
る
。
と
の
よ
う
に
、
い
わ
ば
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本紙I~文住lこよる平和と平等を推進します

考え方の担違点

、、

岩
村
政
臣
会
長
の
体
験
談
一

「
日
本
人
論
プ
l
ム
」
の
パ
ッ
ク
グ
ラ
ン
ド
の
秘

，密
を
探
る
た
め
、
ア
メ
リ
カ
資
本
の
企
業
、
「
日

本
コ
カ
・
コ

l
ラ
会
社
」
で
、
し
か
も
ア
メ
リ
カ

で
三
十
年
間
聞
社
の
幹
部
と
し
て
勤
務
さ
れ
て
き

た
岩
村
政
臣
会
長
を
訪
れ
、
同
民
の
体
験
を
通
じ

て
「
日
本
人
と
欧
米
人
の
考
え
方
の
相
違
点
」
を

一ア
1
マ
に
簡
を
伺
っ
た
。
以
下
、
そ
の
要
旨
に
つ

い
て
記
述
す
る
が
、
読
者
の
と
参
考
に
な
れ
ば
幸

甚
で
あ
る
。

(
H
・T
配)

山本まき子

ご予約はお早自に

ハワイでは、

・言葉の心聞は

あυませんノ
・南洋の花々、果物

が盛υです/
・南洋の花ー

プルメリアを

プレゼントノ

締切 5月10日
協力抹式会社文 楽

〈ファッショジメーカー

ノ、ワイの特初企画資糾摘求先

近後日本ツーリスト株式会社

田町海外旅行営業所

スペシャルハワイYア一

宇158東京都港区芝5-33-1

森永プラザピル中2階
T E L 03-454-3751 

(国中・斉藤

2月より側全国婦人新聞社が募

集しておりますハワイ旅行の締め

切りが迫ってまいりました。

海外旅行第1弾であり多くのご

重量加をお願い申し上げます

-残席がまだとざいます

・往復航空運賃ホテル代昼食

l回 ホノルル観光斜金を含み

ます

・ローン(分割払い)も受抄付け

てお幻ます。

80名様l乙限り警灘署

￥129.000 

-・.... 

}
自
分
で
も
肌
を
お
た
し
か
め
く
だ
さ
い
町

資
生
堂
化
粧
品
は
安
全
性
に
細
心
の
注
意
を
は

ら
っ
て
つ
く
ら
れ
て
い
ま
す
が

や
は
り
正
し

く
お
使
い
い
た
だ
か
な
け
れ
ば
目
的
を
達
し
得

な
く
な
り
ま
す
。
化
粧
品
を
気
持
よ
く
お
使
い

い
た
だ
く
た
め
に
あ
な
た
自
身
で
も
お
肌
の
状

態
に
は
十
分
気
を
配
っ
て
く
だ
さ
い
。

肌
に
異
常
は
あ
り
ま
せ
ん
か

肌
に
傷
や
し
っ
し
ん

か
ぶ
れ

た
だ
れ
、
色

素
異
常
な
ど
の
症
状
が
あ
る
場
合
は
化
粧
品
は

お
使
い
に
な
ら
な
い
で
く
だ
さ
い
。

ご
使
用
期
間
中
に
異
常
を
感
じ
た
ら

お
使
い
慣
れ
た
化
粧
品
で
も
体
調
な
ど
に
よ
り

お
肌
に
合
わ
な
く
な
る
と
き
が
あ
り
ま
す
。
も

し
、
か
ゆ
み
、
し
げ
き
な
ど
の
異
常
を
感
じ
た

ら
す
ぐ
使
用
を
中
止
し
て
く
だ
さ
い
。
続
け
て

お
使
い
に
な
る
と
、
症
状
を
悪
化
さ
せ
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
の
で
皮
ふ
科
』
専
門
医
、
ま
た
は
資

生
堂
化
粧
品
コ
ー
ナ
ー
(
声
ん
場
)
か
お
近
く
の
資

生
堂
消
費
者
相
談
窓
口
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

越をタ
(
場
...) 

~こ〉司

、司「

t h 

⑧資生堂広報室

「
食
器
の
あ
と
か
た
づ
け
に
、
便
利
な

も
の
が
あ
り
ま
す
U

位置置彊彊珍

丈
夫
な
鋼
材
を
、
サ
ピ
な
い
ポ
リ
エ
チ
レ

ン
で
被
覆
し
た
《
ワ
イ
ヤ
ー
製
品
》
の
水

切
り
が
、
着
実
に
売
れ
て
い
ま
す
。

「
平
皿
が
タ
テ
に
整
理
で
き
る
。
」

「
使
い
勝
手
が
、
と
て
も
い
い
。
」

「
丈
夫
だ
し
、
手
入
れ
が
し
や
す
い
。
」
l
!

と
、
ご
愛
用
者
が
口
を
揃
え
て
、
満
足
さ

れ
て
い
ま
す
。

-1.900円

@官寧M 暮しの道具

と
い
ま
大
好
評
で
す
。

4
色
揃
い
も
、
ご
愛
用
の
ポ
イ
ン
ト
。

〈
セ
キ
ス
イ
台
所
用
品
》
は
、
豊
富
な
品

揃
え
で
い
ま
、
印
余
種
。
全
品
、
オ
レ
ン

ヂ
、
カ
ラ
シ
、
グ
リ
ー
ン
、
ホ
ワ
イ
ト
の

4

品
で
揃
う
の
も
大
き
な
魅
力
。
こ
の
点

も
ぜ
ひ
ご
愛
用
く
だ
さ
い

e42x34. 5x12. 5(CiI1) A 皿立てB(はし立てっき)

*お庖にはご繁栄を…お客さまにはこ'満足を…

i盃主日
台所用品

積
水
化
学
工
業
株
式
会
社

成
型
品
事
業
部
生
活
用
品
企
画
室

大
阪
市
北
区
西
天
満

2
1
4
1
4

〒

則

合

0
6
(
3
6
5
)
2
3
2
8
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区塁塁

パーマ

と
半
世
に
遣
し
な
い
.
一
般
的
に
、
-

講
中
心
地
埴
」
に
多
〈
=
一
0
・
八
拓

大
阪
市
人
口
白
高
骨
化
は
掴
植
さ
れ
一
に
逸
し
で
い
る
白
に
対
し
て
「
都
心

て
い
る
も
白
白
、
家
掴
査
に
胆
力
を
一
瞬
措
組
合
抽
輔
」
で
は
「
酌
め
人
」

樽
た
各
梢
費
団
体
白
加
入
メ
ン
バ
ー

一

が
二
一
一
・
七
回
を
占
め
て
い
る
。
「
向

;
:
:
:
1
1
a
i
e
z
t
‘
:

:
:
i
i
:
a
l
a
i
-

a

-
白
老
骨
化
ル
匹
開
通
し
て
い
る
と
恩

一

晴
・
パ
l
ト
」
は
「
臨
海
工
草
地

大

阪

市

消

費

生

活

合

理

化

協

会

(

宮

一

時

間

時

代

署

警

同

一

持

十

時

計

は

は

一

肝

心

一

切

れ

い

川

詩

地

栄

子

会

長

、

大

有

力

婦

人

団

休

で

結

-

一

也

事

・

察

一

な

幻

小

さ

い

と

と

は

、

震

を

分

析

一

て
い
る
・

〆

一

著

書

白

蜜

妻

美

一

阪

市

開

一

し

て

い

〈
上

手

丹

に

世

事

長

一
家
つ
ら
四
位
農
況

成

、

会

員

四

五

万

名

)

に

よ

る

昭

和

五
-
一
貫
憲
章
和
協
議
行
っ
た
。

一

け

れ

ば

な

主

勺

譲

控

室

一

聖

書

聖

と

開

通

し

て

、
本

、

E

-

一

=

一

、

主

タ

l
(
図
書
)
白
書
一
と
「
都
心
商
車
中
心
地
語
」
お
よ
び

一

豊
田
テ
l
マ
記
事
に
か
か
b

三

年

度

の

消

費

生

活

モ

ニ

タ

ー

調

査

報

-

一

①

霊

場

所

と

地

賢

一

「

聖

書

」

に

ぎ

き

一

納
言
っ
て
い

2
8
5

告

香

川

、

こ

の

ほ

E
出

来

上

っ

た

。

今

7
3日締
結

時

一

お

い

当

日

1
2一
J
山

口

将

司

げ

は

れ

回

は

一

美

容

院

と

パ

I
マ

に

閲

す

る

諸

一

一

に

童

Z品
目
、

6
2二
一

宙

草

白

一

耽

章

状

況

一

は

7
0同
に
す
き
な
い
か
、
二
一

問

題

」

で

あ

り

、

そ

の

内

容

を

掲

載

す

一

口

問

詩

吟

日

吋

一

目

ー

諮

問

何

時

一

伝

説

日

わ

れ

れ

れ

ι

れ

ば

つ

ぎ

の

通

D
で

あ

る

。

E

一

ζ
毛
、
本
報
告
書
に
お
け
る
地
域

一

と
な
っ
て
い
る
削
、
な
ん
忠
臣
一
み
る
と
、
か
っ
雇
用
者
の
割
合
は

i

-

一
匹
骨
に
つ
い
王
れ
て
お
〈
。

一

事
長
い
て
い
る
者
白
書
は
四
O
一
早
定
以
上
田
中
・
高
震
で
一

i
l
l
-
i
i
l
i
s
i
l
l
i
-
-
i

l
i
-
-
e
一
望
書
屋
場
所
刻
お
よ
び
型

一

二

E遣
し
て
い
る
己
長
官
一
五
回
以
上
を
占
め
て
い
る
が
「
一
一
一
0

7丸
三

一
震
白
所
在
携
に
骨
折
す
る
宣
さ
れ
る
o
有
章
者

E五
百

世

」

一

上

手

」

で

も

ミ

02

口
収
率
は
関
・

7
%

7
5
2
1エハ
7九
を

最

も
多
い
が

「向

一
九
イ
以
下
」

E
o差し

j
‘
 .. 

一
地
壊
に

3
る。

一

瞬
・
パ

i」
削
七
・
九
差
し
て
昔
、
豊
富
削
で
は
盲
目
」

回

答

者

の

主

力

は

高

令

者

一

ィ

叫

説

話

。

d
h
k
U
M話
時

MU日一
言
用
者
四
割
合
も
大
き
い
・

一ロ
H
都
心
開
措
混
合
議
問
団
、
世

一

I

l

l

1

1
1
I
l
l
i
t
--

-

-

-

-

-

-

-

爾

査

の

重

一

日
前
四
日
時
吋
内
容
と
そ
の
国
一

M
M九
日
1
日

間

同

い

ん

一

ハ

日

間

M
h
I
r大
正
、

一

志

望

号

う

ト

一

心

町

立

一

日

開

刊

誌

諒

一、

間
査
霊
園

一

顧
喜
宝
び
間
寝
室
、
に
つ
一
員
室
刀
法
と
豊
富

一

酉
揖
川
〔
=
g

一

る
聖
書
サ
ー
ビ
ス
川
目
白

一

、
一
一
冗
オ
」
吉
章
、

「
パ
1

岡
絹
五
十
三
今年
度
目
間
費
生
活
モ
ニ

一

い
て
虫
暗
主
意
見
を
聴
取
し
た
.
一
聞
記
瓦
十
吉
一
年
十
一
月
二
士
一
日
一
-
一
日
内
聞
出
合
地
暗
2
-
魚
崎
、
生
師
、

一

ふ
だ
ん
男
容
院
で
う
廿
て
い
る
聖

一

マ
」
よ
D
も
「
カ
ッ
ト
」
を
あ
げ
た

h
m
l
・
ア
ン
ケ
ー
ト
は
、
大
阪
市
護
士

一、
調
査
の
概
要

一

に

各

消

費

者

団

体

を

通

じ

て

醐

査

対

一

襲

、

覧

(

四

区

)

一

押
す
ピ
話
題
に
つ
い
て
ま
一
喜
多
い
・
「
セ
ッ
ト
」
塁
手

生
括
合
理
化
協
会
に
事
闘
す
る
各
間
賞

一
①
調
査
対
車
と
回
収
車
一
象
者
に
ア
ン
ケ
ー
ト
闘
茸
躍
を
配
布
一
ホ
引
車
北
部
住
宅
地
瞳
都
品
、
淀
川

一

め
て
み
る
と
最
も
多
く
り
脅
か
あ
研
一
以
上
白
中
・
高
年
令
聞
で
は
七
主
S

者
里
会
両
を
対
島
弁
じ
て
「
雲
院
一
塁
に
嘩
画
し
て
い
る
六
つ
白
問
一
し
、
問
答
白
績
を
十
二
月
八
日
ま
一
車
時
川
、
旭
(
田
区
)
一
て
い
る
白
は
や
は
釘
「
パ
!
?
」
で
一
八
O
両
以
上
富
め
て
い
る
が
ご
一

と
〈
に
パ
!
?
永
Y
ト
・
ウ
ェ
ー
ブ
に
一
費
者
団
体
白
協
力
を
樺
て
、
各
団
体
一
言
じ
て
、
聞
い
ぜ
各
組
融
密
通
じ
て
、
南
部
住
量
埴
阿
倍
野
、
住
之
一
九

7
三
回
に
壊
し
て
い
る
が
「
力
一
九
才
以
下
」
で
は
四
六
・
一
秀
に
と

閲
す
る
開
阿
国
」
聖
テ
!
?
と
し
て
と

一

の
章
一
同
か
ら
、
問
責
対
車
者
柚
敵
、
一
ザ
謁
究
明
を
凶
収
し
た
。

一

江
、
住
白
、
東
住
吉
、
平
野
宏
一
ッ
ト
」
が
八
四
・
O
刊
で
輯
き
「
セ

一

ど
ま
っ
て
い
る
し
、
「
曲
毛
」
利
用

b
上
げ
た
・

一

一、

0
0
0串
本
に
対
し
て
大
阪
市
一
也
醐
査
結
果
の
車
計
と
丹
析

一

区

)

一

ッ

ト

」

も

七

一

・

八

訟

に

た

っ

て

あ

一

者
も
E
O
よ
以
上
白
年
令
嗣
に
吾
い

①
費
腎
院
由
利
用
状
況

一

の
行
政
区
二
十
六
区
白
人
口
構
白
出
一
協
会
合
同
(
モ
ニ
タ
ー
番
困
V
と

一
也

凶

宮

者

四

年

令

一

げ

ら

れ
て
い
る
.
E
れ
ら
白
ほ
か
に

一

自
に
対
し
、
「
時
曜
」
は
ニ
O
才
代

実

容

壊

、う
け
て
い
る
蓄
す
ピ

一

に
み
あ
っ
た
割
当
豪
華
抽
出
し
一
摩
市
立
大
字
社
会
宇
研
究
室

a一
回
甚
若
年
京
震
ま
る
と
一
も
「
流
量
」
2
y
ス
を
含
む
)
五

一

で
は
六
0
・

2と
な
っ
て
い
る
な

ス
と
盟
腎
以
外
申
サ
ー
ビ
ス

一

対
車
者
宇
レ
て
間
当
て
、
ア
y
ケ
l
一
帯
質
任
者
山
本
整
官
控
了
昂
臨
酷

一

(
六
十
才
以
上
〉
が
二
八

・
=一一回を一

0
・
三
同
「
ト
早
1
ト
手
/
ト
」
三
一
ど
二
口
に
費
腎
院
利
用
と
い
っ
て

骨
価
格
車
-
不
一
白
型
閣
と
吏
払
い
価
格
と

一

ト
闘
買
田
を
配
桶
L
て
協
力
伊
奈
め
一
白
上
、
調
査
項
自

・
ア
y
ケ
1
ト
掴
一
占
め
て
最
も
多
〈
〈
五
0
5五
九
才
一
一
・
一
回
、
「
睦
毛
」
-
九
・
ニ
同

一

も
う
げ
て
い
る
罪
容
サ
ー
ビ
ス
白
岨

白
闘
楳

一

た
輯
県
、
最
静
的
じ
は
、
合
計
九
八
一
賢
明
を
作
郭
レ
、
調
査
四
結
果
白
揖

一

(
二
五
・
O
M
河
〉
が
つ
づ
き
、
四
十
一
な
ど
と
な
っ
て
い
る
.
固
持
者
の
年

一

期
は
年
令
に
よ
っ
て
か
な
り
、
モ
白

畳
パ
1
7
制
用
状
況

-

七
串
本
か
ら
有
効
闘
買
曹
を
回
収
す
-

肘
と
骨
折
は
、
大
阪
市
立
大
学
社
全

一

才
以
下
は
合
計
し
ず
ち
四
五

・
四
回
一
告
別
に
み
る
と
、
四
O
オ
以
上
で
は
守
内
容
を
興
に
し
て
い
る

d
E
=
一
=
至
宝
一
=
=
=
=
=
三
=
一
三
三
=
一
=
=
=

昭
和
日
年
度
消
費
生
活
モ
ニ
タ
ー
調
査
報
告
書
か
ら

殆
ん
ど
大
半
が
利
用

一
費
容
院
の
所
在
地

い
つ
も
三
番
よ
〈
」
利
用
し
て

い
る
尭
容
院
の
所
在
地
を
聞
き
、
回

笹
者
の
居
住
地
と
の
開
保
か
ら
「
岡

-
区
内
」
ゆ
品
目
立
さ
せ
、
柚
を
晶
埴

プ
ロ
ッ
ク
別
に
車
理
し
て
み
る
と
、

令
駿
的
じ
み
て
、
や
は
D
国
住
地
と

「同
一
区
内
」
に
晶
る
者
が
多
〈
八

0
・
四
幅
ま
で
を
占
的
、
「
同
一
内

外
」
は
一
一
・
四
回
、
そ
の
他
に
、

大
鹿
市
以
外
」
が
三
・
古
河
あ
る
.

回
苔
者
の
居
住
地
別
に
み
る
と
、

「
同
一
区
内
」
は
「
内
陸
混
合
地

瞳
」
、
「
曹
北
部
佳
車
》
地
域
」

、

「
南
部
住
宅
地
輔
」
な
ど
大
阪
市
白

周
辺
各
区
制
住
省
四
場
合
に
は
八
三

1
八
五
%
に
通
し
て
い
る
が
、
「
都

心
商
車
中
心
地
暗
」
な
P
携
は
六
八

・
四
回
、
「
都
心
間
指
混
合
抽
輔
」

や
「
間
栴
工
草
地
域
」
な
P
鴇
』
も
七

五
M
m
程
度
に
と
ど
ま
っ
て
お
D
、
同

一
区
外
白
「
都
心
闘
車
中
心
地
棋
」

苦
に
あ
る
蓄
量
利
用
し
て
い

る
者
が
比
較
的
多
い
.
ま
た
回
害
者

四
年
令
別
に
み
る
と
、

「
二
九
理
以

下
」
の
若
年
開
百
一
は
「
同
-
区
丙
」

H
2
2
・
コ
P
レ
か
亨
¥
同
一
区

外
白
「
都
心
商
車
中
心
地
域
」
〔
一

六
・
八
M
m
〉
や
「
大
阪
市
以
外
」

(
二
・
六
回
〉
な
P
指
各
々
一
割

以
上
を
占
め
て
い
る
し
「
酌
め
人
じ

白
場
合
も
ほ
ぼ
同
じ
傾
向
を
手
レ
て

い
る
.
な
お
「
大
阪
市
以
外
」
に
市
在
す

る
畏
普
段
を
い
つ
も
ご
帯
よ
〈
」

利
則
す
る
介
じ
た
者
が
合
計
三
十
五

名
あ
る
が
、
そ
白
内
院
を
噂
ゆ
る
と
、

車
大
阪
市
七
、
駒
田
市
五
、
神
戸
市

守
口
市
、
九
用
市
各
=
一
、
豊
中
市
、

西
宮
市
、
大
敷
市
各
二
、
酔
市
、
国

阜
市
、
居
同
市
、
門
真
市
、
岸
和
田

市
、
費
木
各
一
、
な
ど
と
な
っ
て
お

P
、
他
府
県
を
ふ
〈
め
て
か
な
b
広

聞
に
丹
南
し
て
い
る
.

型
容
院
で
の
価
格
警
南

と
支
払
価
描
と
の
聞
幌

回
苔
者
が
い
つ
も
「
一
番
よ
〈」

利
用
し
て
い
る
費
容
院
刊
は
価
格
費

示
は
P
苔
な
っ
て
い
る
か
に
つ
い
て

み
る
と
、
全
体
白
六
五
・
四
掃
に
つ

い
て
は
「
見
や
ず
い
と
ζ
る
に
世
示

し

τあ
る
」
と
し
て
い
る
が
、
「自民

-
干
レ
て
い
な
い
」
と
や
問
え
た
者
が
九

七
回
存
在
し
て
い
る
し
、
「
畏
示
し

て
い
る
が
見
に
〈
い
と
E
ろ
に
あ

る
」
も
六
・
九
両
あ
b
、
ま
た
ご
日
一

六
両
が
「
よ
く
買
手
L

い
な
い
」
と

寄
手
ぶ
る
こ
》
E
距
盟
を
ひ
ぐ
.

働
ら
く
女
性
に
好
評
博
す

や
「
南
部
住
宅
地
域
」
な
ど
で
も
-

九
同
捕
と
や
や
多
い
.
ま
た
、
「
五

0
5宜
九
オ
」
や
「
六
O
才
一
以
上
」

の
中
高
年
令
困
層
や

「
同
苗
」
、
か
っ

b
を

「臨
ば
は
埋
っ
て
い
る
」
届
な

ど
に

「月
二
回
以
上
」
由
利
川
者
が

多
〈
な
っ
て
い
る
。
つ
ぎ
に
聖
容
院

は
い
つ
も
同
じ
屈
を
利
用
し
て
い
る

申
か
長
払
と
い
っ
た
定
着
置
は
、

生
陣
由
七
ニ
・
七
回
ま
で
か
「
い
つ

も
同
じ
庖
を
利
用
」
よ
レ
、
「
だ
い

た
い
同
じ
百
を
利
朗
」
も
ニ
ニ
・
七

が
あ
る
か
ら
、
特
定
購
入
拝
院
自
定
轡

置
は
か
な
り
高
い
と
い
っ

τよ
い
.

回
害
者
白
帽
属
性
別
に
み
る
と
、

「
モ
目
時
で
ち
が
う
」
宇
νた
も
の

は
、
コ
一
九
才
以
ド
」
で
は
一
五
・

八
刊
に
過
し
て
い
る
ほ
か
、
「
動
由

人
」
で
も
八

・
茸
M
m
と
や
や
多
〈
な

っ
て
い
る
.
定
省
度
と
開
通
し
ず
桑

腎
町
を
袈
品
理
由
に
つ
い
て
聞
く

と
、
「
自
然
白
近
〈
に
あ
る
か
ら
」
と

し
た
者
が
大
田
・
=
一
回
で
最
も
多

〈
、

「
交
通
白
恒
剰
な
と
こ
ろ
に
あ

る
か
ら
」
〔
白
・
三
回
)
「
勤
め
尭
田

近
〈
に
あ
る
か
ら
」
〔
ニ

・
K
M
刊
)

な
ど
を
加
え
る
と
、
約
四
骨
由
主
一
白

者
が
市
地
白
利
回
性
を
盟
摂
理
由
と

調
査
の
結
果

揮
一軍
聖
書
院
に
つ
い
て

費
習
院
の
剰
用
杭
況

禁
唇
院
に
つ
い
て
、
ま
ず
、
は
じ

め
に
現
在
白
制
用
状
担
を
剛
〈
と
圭

体
ル
ヤ
レ
て
九
六
・
O
M
問
$
争
』が
「
利

用
し
て
い
る
」
と
量
早
」
い
る
が
、

一
一
一
・
ニ
U
抑
制
附
「
喧
L
は
利
則
し
た
が

今
は
し
て
い
な
い
」
と
し
、
「
利
用

し
た
こ
と
が
な
い
」
も

0
・
八
掃
で

は
あ
る
が
存
在
し
て
い
る
・
「
前
に

は
利
用
し
た
が
今
は
し
て
い
な
い
」

と
苗
え
た
者
は
、
「
六
十
才
以
上
」

白
高
年
齢
層
や
、
「
白
世
」
あ
る
い

は
「
内
職

・
パ
l
ト
」
な
ど
白
職
聾

圃
で
や
や
多
〈
な
っ
て
い
る
ほ
か
、

か
つ
ら
白
匝
川
白
有
無
刑
に
み
る
と

「
い
つ
も
使
っ
て
い
る
」
者
で
は
三

0
・
0同
を
占
出
て
い
る
E
と
が
目

立
つ
.
捕
人
容
院
を
「
昭

ιは
剰
用
し

た
が
今
は
し
て
い
な
い
」
、
「
利
用

し
た
乙
と
が
な
い
」
と
各
え
た
四
十

名
に
対
し
て
、
m
H
智
院
を
制
用
し
な

い
理
由
に
つ
い
て
聞
〈
と
、
「
時
間

が
か
か
釘
す
主
る
」
、
「
軍
民
が
損

容
師
」

、
「
理
容
扇
を
制
用
」
、

「同

罰
」
、
「自
升
モ
カ
ッ
ト
し
て
い
る
」

「
老
齢
だ
か
ら
」
な
ど
が
各
二
名
に

よ
っ
て
あ
げ
b
れ
て
い
る
ほ
か
、

「
書
回
い
だ
」
、
「
高
置
す
ま
る
」

「
断
躍
し
た
」
、
「
い
や
な
と
と
が

あ
っ
た
白
で
」
、
「
な
F
4
m
u
罪
容

院
が
転
麿
レ
た
の
で
」
、
「
は
ず
か

し
い
」
、
「
か
つ
ら
値
用
」
、
「
必

曹
が
な
い
」
、
「
ス
ト
レ
ー
ト
ヘ
ア

に
し
た
か
b
」
、
「
〈
ぜ
毛
な
の

で
」
、
「
量
刑
判
ず
い
の
で
」
、
E置

を
押
し
て
い
る
」
苦
如
各

一名
に

よ
っ
て
あ
ザ
E
ぞ
い
る
が
、
特
に

理
由
を
腎
え
な
か
っ
た
者
が
十
六
名

曹
註
し
て
い
る
。

他
方
、
圏
在
興
容
院
を
「
利
用
し

て
い
る
」
と
答
え
た
九
四
七
名
に
対

し
て
、
制
用
掴
壇
を
み
る
と
、
「
月

一
回
哩
度
」
宇

υた
#
引
が
二
五
・
六

回
で
最
も
岳
〈
「
=
一カ
月
に
一
一
明
程

度
」
(
一
九
・
二
回
)
「
ニ
カ
月
に

一
回
程
度
」
(
一
九
・
O
M
問
)
、
「
月

二
回
以
上
」
(
一
八
・
K
M
持
〉
な
ど

が
い
ず
ぜ
れ
も
ニ
阿
国
で
瞬
い
て
い

る
。
回
害
者
白
居
住
地
酬
に
み
る
と

「
月
に
ニ
回
以
上
」
の
掴
麿
で
利
用

し

τい
る
宥
は
、
「
都
心
商
業
中
心

問
地
域
」
で
ニ
六
三
一
括
九
通
じ
て
い

る
ほ
か
、
「
都
心
掛
担
混
語
地
域』

〉く

〉く

〉く

X 

X 

× 

X 

× 
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司l
「
7
レ
、

己
白
晒
卓
(
計
算
時
)

変
だ
わ
」

宮
町
間
白
手
入
れ
宇
レ
て
い
た
曹

由
民
代
さ
ん
が
明
証
な
声
念
あ
げ
事
レ

t
.
 「
伺
回
計
事
レ
て
も
ト
ー
タ
ル
が

合
わ
な
い
わ
。
ね
ェ
あ
な
た
、
乙
れ

桔
か
し
い
の
じ
ゃ
な
い
」

7
x〆
レ
ザ
ふ
、
ぃ
.
現
静
岡
宅
き

の
う
圃
Z
~
M
拡
P
F
r
官
J
.
b
瓦

止
に
す
ぐ
故
障
す
る
も
白
か
」

躍
さ
ん
は
安
代
苧
ん
か
b
電
車
を

ひ
曹
と
っ
て
、
簡
単
な
掛
廿
算
を
何

度
が
掛
り
か
え
し
て
み
事
じ
た
.
ず

る
弁
E
つ
で
し
ょ
う
。
五
回
白
計
算

で
三
回
は
そ
れ
ぞ
れ
同
な
っ
た
世
匝

を
z
ホ
し
、
う
ち

一
回
は
ぜ
ロ
を
担
し

て
い
$
予
.

「た
っ
た
二
O
骨
ほ
ど
使
っ
た
だ

廿
よ
.
欠
陥
商
品
担
」

安
代
さ
ん
は
、
廿
し
か
ら
ん
ワ
と

有
名
な
置
卓
メ
ー
カ
ー
白
ブ
ラ
ン
ド

竜
L
b
み
担
え
$
t
た
.

現
困
、
メ
ー
カ
ー
に
苫
帽
を
い
う

と
、
回
路
棋
査
吾
L
だ
が
異
常
が
な

い
、
と
い
う
己
と
で
し
た
.
・
レ
か
し

世
代
さ
ん
は
ボ
愉
世
な
町
古
新
晶
と

欠

陥

乾
電
池

な
白
に
、
何
か
白
阻
因
古
骨
優
搭
宮

古」
「
争
点
な
己
と
っ
て
あ
る
.
ア
レ

ア
レ
、
一
・
-
ボ
ル
ト
も
割
っ
て
来

た
わ
」「
眠
障
地
は
自
己
世
電
と
い
っ
て

世
わ
な
い
で
い
ず
ち
一
年
に
一
O
同

ぞ
ら
い
梢
拒
ず
る
.
ま
た
連
時
匝
用

よ
タ
も
問
を
置
い
て
恒
う
方
が
舟
曲

が
回
買
い
.
つ
ま
り
問
先
肱
電
は
あ
る

開
度
、
電
同
期
回
国
す
る
性
置
を
も

っ
て
い
る
ん
だ
よ
.
い
ち
ど
そ
白
電

池
を
取
替
え
て
E
b
ん
」

「
で
も
古
い
も
白
し
か
な
い
わ
」

睦
用
中
白
ト
ラ
ン
ジ
ス
タ
ー
一
宇
ジ

オ
か
ら
は
ず
レ
て
き
率
三
竃
出
を

電
卓
に
セ
ッ
ト
す
る
と
青
い
世
字
白

世
市
は
以
H
t
ふ
り
も
刷
る
〈
聞
き
、

し
宇
田
ミ
恒
っ
て
ぶ
て
も
棋
聖
一
軍
は

出
ま
ザ
ん
@
念
白
十
必
動
作
恒
圧
を

削
っ
て
み
る
と
一
・
ニ
唱
を
越
え
て

い
ま
す
。
「
や
つ
は
り
ル
当
必
?
O
う
.
己
申

軍
出
白
扇
定
電
圧
は
一
・
五
唱
だ
け

れ
ど
一
二
一
噌
宇
旨
司
に
か
正
常

に
酎
b
t
し
か
し
て
一
ヲ
フ
イ

y
に
な
る
ル
最
咋
動
ず
る
、
と
い
う

曜
暫
え
さ
ぜ
る
己
と
に
し
$
?
レ
た
.

と
己
ろ
が
も
ち
開
手
伝
削
由
竃

抽
重
入
れ
、
一
O
丹
あ
$
E
使
う
と

ま
た
ゼ
ロ
畏
示
が
出
ま
す
.
モ
白
翌

目
L
匝
っ
工
相
て
も
同
嘩
白
副
卑
が

お
己
h
u
$
や
し
た
。

「
電
曲
が
古
い
由
じ
ゃ
な
い
か
」

「
で
も
同
梱
白
セ
ッ
ト
電
柚
よ
@

乙
れ
永」
安
代
さ
ん
が
取
出
し
た
電
聞
は
、

高
世
間
酵
の
マ
y
ガ
y
'
u
刑
判
』S
U

M--ニ、
底
部
白
割
趨
月
割
印
亨
市

る
と
七
八
年
一
一
月
と
な
っ
て
い
ま

す
.
「
事
ゆ
~
新
し
い
ね
.
テ
ス
タ
ー
で

み
て
E
b
ん
」

い
わ
れ
る
ま
ま
応
チ
ス
タ
ー
で
恒

産
管
制
つ
ま
な
~
宮
古
さ
ん
は
「
ア

レ
」
主
持
母
宇
主
。

「一

・=一五
唱
し
か
な
い
わ
。
こ

れ
-
・
五
唱
な
ん
で
し
ょ
う
」

「
う
ん
、
す
レ
低
い
な
.
で
も
い

ま
白
副
b
方
は
輔
白
荷
な
ん
だ
。
己

ん
ど
は
電
車
に
セ
ッ
ト
し
て
、
動
作

状
離
に
し
て
刷
っ
て
E
ら
ん
」

「
ま
あ
、
一
・
一

唱
に
な
っ
て
し

ま
っ
た
わ
」

「
よ
し
、
わ
か
っ
た
。
E
れ
は
瞳

掴
州
民
固
な
ん
戸
主
.
新
し
い
電
抽

己
と
な
ん
世
」

「
で
も
輯
生
や
ワ
。
t
商
品
白
電
池

が
智
慮
臨
け
だ
本
ん
て
。
そ
れ
に
電

車
も
劃
定
置
庄
以
下
に
な
っ
た
ら
置

に
散
牢
か
出
な
く
な
る
シ
あ
、
胆
E
Z

-Fに
対
す
る
安
金
融
証
を
組
み
込
ん

古
い
な
い
と
視
聾
唖
へ
の
確
定
申
告

普
』
問
直
っ
て
い
た
ら
そ
れ
己
老
大

軍
よ
」
zkJな
ん
だ
.
担
瞬

D
白
石
井

事
ん
が
己
白
問
ア
メ
リ
カ
臨
刊
行
で
岨

輸
さ
れ
た
手
主
戸
々
官
、
新
し
く
闘

っ
た
カ
メ
ラ
の
フ
ラ
ッ
シ
ュ
が
主
〈

高
光
し
な
い
.
刀
メ
戸
ヨ
フ
白
故
陣
世
と

凪
い
帽
つ
て
τιかか
ら
由
〆
I
カ
I
に
曹

理
に
出
す
と
、
胃
抽
白
曹
.
畳
且
置
廿
だ

勺

z令たι主b
註苦ヲ

t
よ
。
E
白
掛
合
も
セ
ッ
ト
帽
由
だ

。
た
F
O
に
、
申
喜
も
白
白
電
抽
の

品
置
菅
理
は
も
っ
と
酷
暗
に
し
て
も

ら
い
た
い
も
の
だ
ね
」

「
本
当
に
人
吉
わ
が
営
だ
ね
.
中

暗
が
み
え
な
い
だ
げ
に
困
っ
ち
ゃ

う
.
電
池
っ
て
い
た
ず
り
者
向
」

ル気
J

い
っ
て
出
品
代
さ
ん
は
、
チ
ビ

ッ
子
曲
者
の
単
三
電
也
を
、
ポ
ン
と

高
ぐ
お
字
主
す
る
白
で
し
た
.

(
大
匝
市
梢
費
者
セ
ン
タ
T
亮

行
・〈
手
し
の
ア
ン
テ
ナ
よ
タ
)

舎ご鋤l喧宝な
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四
万
十
四
日
午
後
二
時
三
O
分
か
ら
関
西
テ
レ
ビ
で
「
新
し
い
大
阪
を
暫
る
」
を
テ

l
マ
に
、
熱
岡
氏

の
司
会
で
、

岸
昌
新
大
阪
府
知
事
、
大
島
靖
大
阪
市
長
、
阿
部
牧
郎
民

(
作
家
)
の
四
人
が
対
談
し
た
。

「
全
国
婦
人
新
聞
」
で
は
、
婦
人
団
体
の
皆
さ
ん
の
ア
ン
コ
ー
ル
に
応
え
紙
よ
収
録
し
た
。

府
市
協
調
の
精
神
で

握
手
に
府
民
の
熱
意
感
じ
る

地
盤
沈
下
を
防
ぎ
、
回
復
J¥  

師、&-auau'

岨
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g
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聞
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抵
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闘
飽
沼
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m
m
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宮
崎

me

副
島
高
宮
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躍
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咽
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柑
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咽
阻
繭
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畠

高

田

曾

柑
旬
個
個
晴

嵐
面
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刷
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⑮近鉄百貨属

市が過大包装

の指導を実施

大
阪
市
は
、
過
大
制
民
間
簾
車
自
由
究
施

(
五
=
平
二
月
一
日
施
行
〉
に
第
ヲ

い
て
、
市
内
白
蝉
匝
八
社
元
眉
圏
在
制

緩
に
行
っ
た
巡
回
掴
輔
の
結
果
な
ど
を

ま
と
め
、
軍
七
国
主
阪
市
開
費
者
保
瞳

繁
融
会
に
"
グ
白
内
容
を
報
告
し
た
.

今
回
目
指
噂
は
、
太
匝
市
間
費
者
保

曜
条
例
に
鮭
ヲ
い
た
過
火
包
甚
白
署
串

賓
描
世
田
基
一
守
状
混
ぞ
担
制
す
る
と
と

も
に
、
当
事
者
由
自
主
的
な
由
普
持
刀

を
出
し
、
あ
b
せ
て
包
匙
全
般
に
つ
い

て
荊
費
者
啓
括
を
回
る
己
と
が
目
的
に

寅
躍
さ
れ
だ
も
白
で
、
旬
蛙
白
具
体
的

措
呆
件
を
4
4
慮
し
な
が
ら
特
L
問
固
と

且
わ
れ
た
国
々
自
商
品
に
つ
い
て
、
包

聾
暗
闇
・
問
園
点
・
掴
噂
内
容
な
P
}
が

ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。

〈
過
大
包
甚
介
昆
ら
れ
る
商
品
〉

①
ミ
l
ト
缶
苗
セ
ッ
ト

コ
ン
V
T
7
や
ハ
ム
安
夫
小
融
噛

白
興
市
缶
が
陪
め
合
わ
さ
れ
て
い
て
圃

曹
用
品
宇
レ
て
販
売
さ
れ
て
い
た
も

白
。
時
状
白
異
な
る
商
品
を
圏
構
用
と

し
で
見
ば
え
よ
く
詰
め
合
わ
せ
て
い
る

や
お
、
部
分
的
に
ア
ゲ
ゾ
コ
や
胴
白
広

い
ガ
グ
プ
品
か
生
じ
で
い
る
.
華
本
的

に
は
品
闘
の
劃
栴
化
と
い
う
開
閉
点
が
あ

る
が
、
商
品
の
組
み
合
わ
ぜ
か
ら
生
じ

る
空
間
容
楠
白
過
火
性
は
内
容
品
。
保

醒
ま
た
は
晶
画
撮
全
の
範
阿
と
は
直
接

聞
係
が
な
〈
、
原
則
的
に
は
過
大
な
空

間
容
積
は
肥
め
が
た
い
と
掴
君
主
廿
目

れ、

事
章
者
側
か
ら
も
缶
を
斜
め
に
入

れ
る
な
ど
踏
め
方
白
工
夫
に
よ
旦
E
E
E

世
・
車
大
性
を
な
く
す
開
力
を
睡
眠
圃

②
お
も
ち
ゃ
入
P
キ
ャ
ラ
メ
ル

キ
ャ
ヨ
メ
ル
と
指
も
ち
a
T

を
そ
れ
ぞ

れ
白
帽
に
入
れ
た
も
の
で
、
キ
ャ
ラ
メ

ル
暗
に
は
四
粒
白
手
ャ
ラ
メ
ル
剤
入
っ

て
い
る
が
、
帽
白
大
き
さ
に
比
べ
て
内

容
量
刑
約
五
O
向
と
な
っ
て
い
る
.
内

曹
品
を
寓
量
以
上
に
見
管
か
げ
た
包
蛙

と
判
断
.
キ
ャ
ラ
メ
ル
植
を
小
さ
く
す

る
よ
う
指
導
が
行
わ
れ、

型
車
串
告
が
自

主
街
に
劃
趨
・
出
荷
し
を
中
比
し
、
五
四

年
四
月
一
日
を
メ
ド
に
語
企
画
品
を
最

売
す
る
こ
と
が
前
田
さ
れ
た
.

申
お
も
ち
ゃ
セ
ッ
ト

低
帽
に
臨
め
戸
回
れ
た
入
試
敵
手
の
著

ザ
あ
え
f
A
醇
白
衣
賀
・
ヘ
ア
1
セ
ッ
ト

官
、
帽
に
切
U
置
者
老
人
れ
て
、
見
え

る
部
升
に
岬
仔
商
品
を
入
れ
、
他
白
部

丹
は
世
干
白
写
真
相
r
印
刷
さ
れ
て
い

る
.
内
容
品
を
型
間
以
上
に
多
量
で
あ

争
か
り
よ
う
に
見
棺
よ
附
け
る
巴
事
や
か
し

包
輯
ハ
メ
ガ
永
)
ル
恥
担
断
し
、
帽
を
小

実
可
す
る
な
ど
掴
唱
が
行
わ
れ
新
製
品

に
つ
い
て
由
蔵
す
る
E
と
を
約
束
.

④
〈
つ
下
セ
ッ
ト

〈
つ
下
を
-
足
ず
つ
箱
に
入
れ
、
=
一

足
ま
台
占
悼
五
足
を
町
め
合
ぜ
た
圃
宮
用

セ
ッ
ト
で
、
外
帽
に
一
i
-
・
五
号
白

帽
白
広
い
輯
ど
D
(ガ
ク
プ
チ
)
を
し

て
い
る
.
ガ
タ
プ
テ
部
品
川
は
〈
つ
下
白

晶
画
室
主
必
唇
な
も
白
官
な
〈
、
単

に
見
ほ
え
雫
を
す
る
た
め
白
包
長
と

考
え
ら
れ
る
の
で
u
m
一
P
E
を
な
〈
し
空

間
を
少
ヰ
く
す
る
よ
A
泊
輔
が
語
れ

酷
脅
か
拘
束
さ
れ
た
.

m
y
へ
V
T
用
品
セ
ッ
ト

庁

1
プ
・
肌
着

・
お
し
め
カ
パ
l
・

眠
お
む
つ
な
ど
白
べ
V
T
用
品
を
阻
め

合
わ
営
記
掴
香
周
セ
グ
ト
で
、
紙
箱
白

庫
区
耐
柏
月
ズ
ル
が
で
喜
ゑ
ン
ジ

を
二
枚
面
ね
て
か
さ
高
に
し
て
お
b
、

融
は
く
っ
下
セ
ッ
ト
同
樺
、
聞
=
一
句
白

ガ
ク
プ
チ
が
施
さ
与
し
い
る
.
か
さ
高

を
な
〈
幸
世
泊
専
門
が
行
わ
れ
世
暫
刑

約
揮
者
い
れ
や
え
大
阪
市
梢
置
者
セ
ン
タ

ー
苑
行
・
く
b
し
白
ア
ジ
テ
ナ
よ
り
〕

ガクブチなど己主普通告

お
ふヤ
っし

くく
ら炊
蒸き
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九洗¥<(きますからいつふ消潔に保てま丸

@手もとで操作できる、

便利な保温スイッチ
怯飯スイッチが切れるt自動的に保温仁入

りまもまた‘世源を切るtき11、いちLち
コ ドを掠かな〈てもスイァチレバーを押L

上げるだりでいいシクミで主

内安担ζIl
。消費電IJ日)()W(ftt:94W.安定時i肉.電
力量34w問 。炊飯容量O臼ー1.8'0外形
寸伝{高剖3O.0x(幅)32.0 x (奥行131.(.ョ
0.量的4.21唱。コードまえさ釣1.4SmO付属
品'1t量カァプ ιゃ色じ・しゃ~r受げ Oカラー

思晶 Ii加山川
チワーク機織もあ9ます.

SR・2182FB

標準価=23，500円

。しゃもじ受けがつ「τ石罰
きました。マグネット IK11名手戸4
で本体tこピ刻。 I肺耐J
@内なベは手入れし二型空空習
のラクなスミフロン加工

@コードが本体に巻きこめる

コードリ-1'"

National 

eSCR保温回路に昇温特性
をよ〈する回路をプラス
保温力がアフフ'しました.ですから保温中

tこプラグを抜いて持動するこtがあっても.

Uの約70'Cの採i且温度に戻す附!叫が短〈

なりました， (当社比)
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@おいし〈ふっ〈ら炊ける直熱式
広い熱掠叫向な"'..じ刺こ聖2・5'¥'
加問する、直熱式合保用Lτ τゲス，~

2年.この酬式11ロスの位磁予~I
少ない刑まわり‘背liしいおこげa巧勺すらで
きるこt，::・..-気に炊きあげるζtなιお
いしいご飯をム手tこ炊〈こtのできるJi式1:'1'，

@丸洗いできる二重ふた
お‘も叫~~あげて、お 「一"だて一一一寸
いL(保温する、二重 ({及、J宮、
ふた外側四ふたも '\'~ヘl
内ふたι 本体からI~ぷ守主) I 
簡単に取りはずしτLムE霊型里里竪望弘」

だし自慢

IJIt~惨害

& 

&味の素KK極堕号

臨ん揺し
島冨語習鼠~~

伝
統
の
う
す
く
ち

い
い
お
醤
油
は
、
材
料
と
呼
吸
が
あ
い
ま
す
。

四
季
そ
れ
ぞ
れ
の
味
を
存
分
に
ひ
き
出
し
ま
す
。

い
い
お
醤
油
で
昧
つ
け
し
た
お
料
理
は

洗
練
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
お
料
理
か
ら

豊
か
さ
が
ひ
ろ
が
り
ま
す
。

楽
し
さ
に
充
た
さ
れ
ま
す
。

ご
家
庭
に
ヒ
ガ
シ
マ
ル
う
す
く
ち

い
い
お
醤
油
を
保
証
す
る
ラ
ベ
ル、

品
質
の
ヒ
ガ
シ
マ
ル
で
す

。

うすくちは，iTもち

控えめにお使い

くださるように・ .



甲子鴎l阪神パーク春の催しは、わんぱくザル「孫悟空Jが

y;riU~するゆかいで楽しいおとぎの世界。ぬL 、ぐるみ人形大

~J'進ほか多彩なアトラクションもお楽しみになれます。 この

{也、レオポンやシベリヤトラのいる動物園、 PI盤スタイJレ

のモノレールrUFOJや「ジェットスターlIJをはじめ楽

しい采りものがいっぱいのスポーツランドなど一日たっぷり

遊べる施ぷがそろっていま1九

・入園料・・・おとな7001'1.こども350円

・期 間・・'6rJ3日②迄 (本自制定休、 i旦し5/3&は営業)
.時間…9:30A.M-5:30P.M

〈土咽目〉
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雲--EFYiJ;ja--園周・・・・・・・・・歯酒量
時:菱重ji号542えがiszM時間阿司存宗覇軍務司圃・・曙12p訪問z
iH臨時i信託子21ii;iiiiilJ謝野一一1圃 i揮官
民 ;!????γ出ij注目i輯程一時間田町!?言語
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(4) 

社
会
情
勢
の
知
識
を

ー---'・

婦
人
の
た
め
の
教
養
講
座

昭和64隼 5月 5 自

岡
山
へ

来斤 Mi帝ノ、』国さ~錦 666号

まぶしい春をみつけに。
ときめくJ山と出逢いに。
楽しさはじける阪神Ij~ーフへ。

お肌を美しく保つには、皮膚の表面(角質局内)に

適度な水分が必要です。この水分を保つために、

自然の保湿因子が微妙に働いているのです。

ユーナスノ、イクリームは、乙の因子によく似た保湿

成分アクアライザ-E.J.とビタミンA・D'Eを配合

した、ハイゼニック(弱油性)タイプのクリームです。

おやすみ前のナイトクリームに、朝のお化妊下に

お試しください。

しっとりみずみずしい飢、うるおいの肌。

二}.-

のfJJLるいフ

J 

アクアライザ'-E..J.ビタミン'A'(}E配合

効 能:飢あれ、荒れ症、きめ肌、小じわ、皮膚の栄聖書、日やけ、官やけ

続格田辺製薬株式会社
、r;y大阪市東区道修町3丁目21番地
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